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TikTok の書評で紹介された本！ 
最近、TikTokで紹介された本を生徒が図書室に借りに来る、という新しい現象が起き

ています。TikTok書評家として特に有名なのが「けんご」さん。いい本ばかり選んで紹

介しています。けんごさんが紹介した本は書店で平積みになって置かれています。このけ

んごさんが昨年12月に「けんご大賞」を発表しました。 

『死にたがりの君に贈る物語』（綾崎隼） 『月曜日の抹茶カフェ』（青山美智子） 『君の顔では泣けない』（君島彼方） 

『オーラの発表会』（綿矢りさ） 『Ｎ』（道尾秀介） 『檸檬先生』（珠川こおり） 『星を掬う』（町田そのこ） 

『ばにらさま』（山本文緒） 『白鳥とコウモリ』（東野圭吾） 『白い薔薇の淵まで』（中山可穂） 

『夜行秘密』（カツセマサヒコ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けんご大賞に選ばれた本も全て図書室にあります。ぜひ読んでみてください。面白い本

ばかりです。今日はベストオブけんご大賞の『死にたがりの君に贈る物語』を紹介します。 
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全国に熱狂的なファンを持つ、謎に包まれた

天才小説家・ミマサカリオリ。ミマサカが書い

た『Swallowtail Waltz』は大人気を博し、社会

現象を巻き起こします。しかし、ヒロインを作

中で殺したことで読者から批判・中傷が殺到。

シリーズは未完結のまま、ミマサカは死んでし

まいます。さらにミマサカに心酔していた 16

歳の中里純恋が後追い自殺。幸い、自殺は未遂

に終わりますが、彼女は「完結編が読めないな

ら生きていても意味がない」と生きる気力をな

くしてしまいます。 

やがて、とある山中の廃校に純恋を含むミマ

サカのファンの７人の男女が集まりました。

『Swallowtail Waltz』の舞台を再現し、未完と

なった作品の結末を探ろうという試みでした。

しかし、そこで絶対に起こるはずのない事件が

起きて７人は混乱します――。 

 

 

 

「けんご大賞」に選ばれるだけのことはあるな、と思いました。とても読みやすく、提

示された謎がしっかり解き明かされ、どんでん返しがあり、登場人物たちが救われ、ラス

トはハッピーエンドで終わります。現実生活がうまくいかない人たちが勇気をもらい、立

ち直っていく様は心が洗われます。「優れた物語は人を救う」という、読書の原点を思い

出させてくれる小説です。高校生にうってつけ。普段あまり本を読まない人でも大丈夫で

す。今現在何かに傷ついている人が読むと心に響くことでしょう。図書室にはこの作者の

『盤上に君はもういない』という将棋の小説があり、こちらも良作です。 

内容・あらすじ 

川口先生の感想 

～優れた物語は傷ついた人を救う～ 

『死にたがりの君に贈る物語』（綾崎隼） 


